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はじ め に

精子・卵子の提供により生まれた人（子ど

も）とは、親が不妊である場合に第三者の精

子提供 ①onor Insemination, 以後DI という）

や卵子提供により妊娠し、その結果、生まれ

た人 （子ども） のことである。　日本ではDI

で生まれた人（DI 者という） はすでに1: 万

人以上いると言われているが、その出自につ

いては秘密にされている。ある日突然成人し

て出生の真実を知ったDI 者は、自身のアイ

デンティティ・クライシスに陥る（渡辺2002 ）。

関わった医師はDI で生んだことを子どもに

秘密にするよう薦め、親も話さずに来た（吉

村2008) 。そしてそういった医療技術が実施

されていることを社会も黙認してきた。子ど

もには子どもの権利条約に規定されている、

出自を知る権利かおり（才村2007) 、家庭で

ずっと重大な秘密を抱えて育つことは親子関

係にも良くないと思われる。子どもの知る権

利の阻害を社会も黙認しており、これは子ど

もへの社会的虐待（才村ら2008, 宮嶋2011)

にあたると思 われる。そういった子どもたち

（大人）が自身 のライフストーリーに向き合

い、 アイデンティティの再構築の一助になる

ことを期待して、DI 者だけでなく卵子提供

で生まれた人（子ども）も含めて、ライフス
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ライフストーリーブック作成の試み

才　村　眞　理

トーリーワーク（Ｔｏｎｙ Ryan ら2003 : 才村

ら2010 ）を実施するためのツールとしての、

ライフストーリーブック（以後「ブック２」

という）を作成した。これは、施設や里親宅

で暮らしている子どもたちへのライフストー

リーワークを実施するためのツールとしての

ブック 匸ブック 凵 という）（才村ら2009)

を もとに、「精子・卵子 の提供により生 まれ

た人（子ども）のためのライフストーリーブッ

ク」「 匚ブック2 」1））を作成したものであり、

社会的養護の児童向けに作成されたものを生

殖技術の分野に応用できるのか、ひとつの挑

戦であるが、当事者へのインタビュー調査を

もとに作成を試みた。

研 究 目 的

この研究では、DI 者の発話をもとに、DI

者の知る権利の阻害による苦悩とその問題解

決の方法を明らかにすること、および、匚ブッ

ク 匸 を土台として、問題解決の方法の一つ

としての 匚ブック２」の作成の試みを目的と

した。

研 究 方法

DI 者の発話を もとにKJ 法により、発話の

名づけ、カテゴリーに分類した。発話を「DI

者の苦悩」、 匚問題解決の方法」匚ブック２を
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使ったライフストーリーワーク」の３項目に

わけ、 その関連性をFigure 1 、Figure 2 に

表した。 DI者の発話は、 ３回のグループイ

ンタビューとＪＡＳＰＣＡＮ（日本子ども虐待防

止学会）分科会の発表における語りによるも

のである。 それぞれDI 者の了解を得てIC レ

コーダーに録音し記録した。なお、インタビュー

の発話として本研究に使用したものは、DI

者の発話のみである。発話抽出の詳細は以下

のとおりである。　３回のインタビューについ

ては、対象者；↓回目;  20ii年 工月15 日､DI 者

４名（ＡＢＣＤ）及び専門家（小児科医）１名、

２回目；同年２月12 日DI 者４名（ＡＢＣＤ）、

３回目；同年５月28 囗DI 者５名（ＡＢＣＤＥ）

及び研究者（福祉）１名である。　３回とも、

同じ場所（都内の病院内会議室で静かでプラ

イバ シーの確保できる場所）、 同じ時 間帯

（ｐｍ１ :30-  5 :00 ）であり、方法としては、

DI 者に対して集団で、ブ ック２の作成につ

いての意見を、筆者が問うものであり、自由

に語ってもらった。なお、すべての発話に含

まれる、DT 者は５名であり、上記にABCDE

で示した。 そのうちDI 者１名Ａに対して、

筆者は2008年12月より2011年12 月までブック

１を もとに、 ライフストーリーワーク2）を実

施している。インタビューは筆者が説明し意

見を問う以外に、Ａはその経験をもとにブッ

ク１からブック２への変更点を提案し、経験

のない他の４名のDI 者が応える内容も含め、

インタビューを実施している。このインタビュー

をもとに、筆者はブック２（案）を作成し、

その後個別にＡＢＣＤＥにより、修正意見をも

らい、ブック２を完成した。次に、分科会で

の発話であるが、2011年12月２日18:30 －20:

30の分科会 匚第三者の関わる生殖技術により

生まれた子どもの知る権利一当事者の声より

考える、および、ライフストーリーブックの

試み」で、発表したDI者 Ｏ 名: ＡＢＥ）の

発言を発話とした。 DI者の了解を得てlCレ

コーダーに録音し記録した。　この発表のDI

者の語りは、ブック２の試みに関する意見・

感想を取り上げた。（なお、この論文発表に

際し、ＡＢＣＤＥの同意を得ている。）

結果

DI 者の発話をもとに、名づけをし、 カテ

ゴリー化を行った。カテゴリーについては、

Table 1 「DI 者の苦悩」、Table 2 「問題解決

の方法」、Table 3 「ライフストーリーブック

（ブック２）を使ったライフストーリーワーク」

で表し、Table 3 については、さらに詳細に

ブック１の経験者Ａと他の未経験者ＢＣＤＥと

の発話を比較したTable 4 を追加した。 その

関係図をFigure 1 、Figure 2 に表した。　日

本で自身 がDI 者と知り、 表に現れている人

はほとんどいない状況であるため、インタビュー

対象者として５名という小人数になることは

やむを得ない。

次にインタビューを基に、ブック２を作成

した。

Table l　DI者の苦悩［Table 1 ～30 　は筆者が説

明のため加筆］

{カテゴリう {サブカテゴリづ {発 話内 容( 抄)}

ず っと 秘

密に され

ていた

親への怒り

親類 への怒 り

「 親がこの技 術を認 めていない

ことが 大きい」 匚親にぶつけら

れない」「怒 りを 出せなかった」

「 親類 が父 親は 背が高 いから

あなたも高いわねと言っていた。

しかし、それが違ってい たとな

ると、 や っぱり 嘘だったのだ、

親類 にもだまされていたのかと

思った」
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アイデンティティ

の喪 失

出 自を 知 る 権

利

近 親 婚 の 可 能

性

子 ど も 時 代 の

不 信

自責

「生 きてい るこ とを肯 定 できな

い」「 今ここにいることを肯 定

できない」「すごく不 安 」 匚宙

に浮 く感じである」「 アイデン

ティティの消 失］匚人 生の下 か

ら 積 み上げ てき たものが 違 っ

ていた］

「食べ物でも産 地とかあるのに、

どこから来 たのか わからないと

気 持ち悪い」

「もし結 婚したらどうするのか」

「隠 しごとがある家 族は良 くな

い。 子 どもが知 るのではない

かと、 子ど も時 代 監 視 されて

いることがあったかなと思う」

「知 らなかった自分 も馬鹿 だっ

たなと思った」

突 然の告

知

過 去の 消失

親 の 状 況 の 悪

い時 に告知

成 人 してから突

然 知る

「自 分の過去 が自分 のものでな

くなった感 じ」

「海 外の調 査で、家 族 の離婚、

父 又 は母の重 篤 な病 気があ る

時 、 耐 えきれず に子ど もに話

すとい う状況がある］ 匚父が遺

伝 的 病 気 で知 った」「 別 居 し

てい た両 親 が離 婚 すること に

なり、 実はねと 母から、 父 と

は血がつなかつていなかったと

聞 いた］ 匚子ど もが遺 伝 子 検

査で突 発的に知 るというパター

ン」 匚親 子 関 係 に疑 問を 持 っ

てい る子 ど もは 商 業 ベー スで

簡 単 に血 液 検 査ができる とい

うことがある」

「29年 間生 きていて初 めて知 っ

た、 それまで疑い もな かった」

「突 発的 に知 らされることが問

題］

人工 的 気 持 ち悪 さ 匚いやとしか言えない」匚人 工

的な気 持 ち悪 さ］

子 ど もの

サ ポー ト

がない

告 知 後のサポー

ト環 境がない

親の サポートが

ない

「知 った時 のDI を めぐる 状 況

は ひどい ものだ った。 他 に団

体 やそういう子どもがいるので

はないかと思 ったが、いなかっ

た」匚医 学書 にたった ５行 しか

載 っていない、 そんなマイナー

な医 療を なぜやったのだろ う」

「突 然の アイデ ンティティが崩

れる ので、 それを 建て 直 す環

境 が整えられていない］「 ちゃ

んと相 談できる相手 がいない」

「相 談窓 口がない」

「家 族内 で一 番 サポートしてほ

しいの は母 親、 両 親であ るの

に、 僕にかまってくれるのでは

なく、あなたが知 るからいけな

い、 私 は大 変 だったのだとい

う母 親」
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怒 りを 出せない 「 両 親が 被害 者 であ なたが悪

いという家 族 内で、 子ど もの

立 場はない」

「 告知 された時、 母が大 変と

いうことで、 アイデンティティ

の崩 れはなかった」「知 った時

の状 況 は（ 親 に） 言いたいけ

れどできない」

親子 関係

の悪 さ

思 い出の喪失

怒 り

親 の 死 後 に 出

る

変 な関係

｢ 楽 しい思 い出 は皆 とぶので

家 族 と 楽し かったこ とがみん

ななくなる｣

｢ 母 に怒 っていた 時 期がとて

も長かった｣

｢ 母から告 知 され、 ３年 後 母

が亡 くな ったが、 そ の後 私は

崩 れた｣

｢ 告 知が 遅か ったので 、 今の

家 族 も変 な感じとなってい る｣

結 婚し子

ど もがい

ること

混乱

自 身 の 家 族 へ

の告知

「なんて結婚 したんだろう］

「 聞い た夜に夫 に話 し、 子ど

もに も話 した」 厂お じい ちゃん

は ね、 お母 さん のお父 さんで

はない のよと、 子 どもに、 ご

はん 食べ てて も話 し常 に 話を

していた］ 匚（あ る） 子 はゆゆ

し きこ とだ と思 ってい る」「

（ある） 子 は結婚 しないと言 っ

ている」

①I で 生

ま れた と

成人して）

知 って良

か った こ

と

社会 的サポート

の可 能性

父 と の 関 係 に

納 得

ドナーを探 す

｢ 私たちの世 代は社 会 的保 護

を受 ける のは難 しか った。　し

かしこれからは、社 会的サポー

トを 受け てい くことが 出来 る

かもしれない｣

｢ 父とは希薄 な関係だったし、

嫌 いという 感情 があ った。 一

方 、 家族 関 係の 中で血がつな

か つていないと思 っていなかっ

たo しかし、 事 実を 知 って納

得 した。 父 親 につい ても大 変

だ ったのかなと 思い 、 嫌 いで

はない良 好な 形 に変 わってき

て、 自分 の 中では楽 にな った

のかなと思 った｣ 厂30年 別居と

いう夫 婦 だ った。 どうして一

人 娘がか わい くないん だろ う、

自 分 が生 ま れて きたことが 悪

か ったのかな と思 ってい た。

聞 いて、 あ－ ２人 の問 題だな

と思 った｣ 匚父にも母にも似て

いない、 それが腑 に 落 ちた感

じ。　自 分 らしくてい いのだと

いうところが良 かった｣

｢ 実 際に 自分 が父を 搜してい

るのだという土 俵で代 償行 為

ができ たo　もし10 歳 な ら何 も

できなかった｣
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Table  2　問題解決の方法

{ｶﾃ ｺﾞﾘ峭 {サブカテゴリ引 {発 話内 容( 抄)}

ド ナ ーに

対 して

家 族への所 属

探す

出 自を知 る

匚ドナーから来 たものを 今の家

族に所 属させることが大 事だ」

匚ドナーの存 在を 消してはダメ］

匚（ 不 妊を ） なか ったことにす

るのはだめ］

匚父 親 候 補 の写 真 を 集 めてい

る。 似 ている、 似てい ないと

調 べ てい る 。 実 際 に 会 う と

『 大変 だったね』、『 僕は違うか

ら』という」匚医師に会いに行っ

たo 会 い に来 てくれて うれし

い とは言 ったが、 日本 では子

ど もの 権 利 がどう したと かは

言わない］

匚知 りたいのは当然 だという考

え 方を わか ってほしい」「わか

らないことが大 変だとわかって

くれればいいけれど、 わかって

もらえない」

告 知 につ

いて

２，３歳の頃に

誠 実に

楽しいことと

セットで

告知 して終 わり

ではな くそこか

ら始まる

親の選 択

匚告知 は早 い方がいい］「ちょっ

とずつ話すこ とが大事 、 ２，

３歳の 子に言 うのが 親 も言 い

やすいと思 う」 匚例えば ３歳 の

誕 生 日に 言 うとか がいいと思

う］

匚何度 も、 わかる情 報を子ども

に誠 実に 伝えてい く姿 勢が大

事」

匚誕 生 日で祝われている、 楽し

いこととセットで話 されること

がいいと思う。 辛いこととセッ

トはだめだ」「出 自に関 して、

二 重の辛 さを 味 わっている。

１つ 目は突 然 知ること、 ２つ

目は親の状況の悪いこととセッ

トになっていること］

匚告知 されればうまくいくかは

わからない」「どんな年 齢でも

告知 があ れば 苦難 が来 るし、

それを乗 り 越える という 過程

があると思 うｏ 告知 したから

これで済んだと思われたくない」

匚告知 して終わりではな く、 そ

こから始 まるの で、 生 き直 し

なんですね」

匚両 親が子 どもに事 実を話さな

い といけな いとい う法 律 が 出

来ても、話すのは両親が 選択］

親に対 し

て

自 信をもって 選

択

匚DIを 選択 する時 点 で、 親 が

自 信を持 ってこの技 術を 選択

していない」匚普 通に妊 娠した、

普 通の 家 族 だと 見 せかけてい

ることが問題］

子ど もに寄り添

う

選択 できる

この技術 で生 ま

れたいかの視点

血縁 への拘り

匚子ど もがこういうことを知 り

たがってい ると か、 家 族 の 中

でサポートしていかなければ］

匚親は選択肢があったのだから、

辞めること もできた」

匚自分 か生 まれたいかどうか、

聞き たい、 そ の視 点がな いと

だめ」

匚生 殖技 術は血 縁にこだわって

いる」

第三 者の

関わる生

殖 技 術に

対 して

子ど もの意 見を

聞 く

気持 ち悪さ

生 む 権 利 へ の

対抗

親 へ の 教 育 の

必要

オープ ンさが必

要

医師 の役割

匚いまだに『子 どもは事 実を知

らない方 がいいのではないかと

私は思 う』 という意 見が 存 在

する。　じ ゃあ 子 どもに意 見 を

聞こうというのはない」 匚何 か

不 満な の ？と わかって もらえ

ない 」「DI が始 まって60 年 以

上 たってはじめて 当事 者 の意

見が 出 てきた。 こ こで初 めて

DI につい ての是 非を議 論 する

時に来 たのに、 議 論 されてい

ないことが問題 である」 匚2007

年 日 本 学 術 会 議 の 生 殖 補 助

医療あり方 検討 委員 会で、DI

は認 められてきたように考えら

れているこ とが問 題 であ る」

匚法整備 さえしたらよいのか］

匚無 償で精子 をネットであげる

と出 ている、 命を もらいに行

くのが気 持ち悪い」

「 子 ど もが ほし い とい う人 間

の欲求 と、産 婦 人科 の意図 で

どん どん進 めて いこ うとな っ

ている」

匚ＷＨＯとかで、 子 どもの団体

と親 の団体 の連携 や教育 が必

要」

「い まだ に隠 したいた めに別

の病 院 に行 って出 産す るとい

う事 態 かおる」「ここ ２ ， ３

年、 一 部の産婦 人 科医 は話す

方がいいと言い始 めた］

「 善意 の学 生 もいたという言

葉 もいや。 医 師の 説明 かきち

んとすべ きだ ったのに、 命 を

作 るということ に対 する意 識

がない］「医 師に、 自分がそれ

で生 まれて もいい の？ と聞 き

たい」「知 りた くないというの

は、 自分 がそ うはなり たくな

いから」

出自を知

る 権利 に

ついて

遺 伝 的 親 を 知

りたい

「遺 伝 的 な親 は誰か わからな

い」「アメリカのビルは50歳 に

なっても親が誰かわからないの

で、 探している」「実際 に父 に

会えたらうれしい」
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きょ うだいを 知

る

｢きょうだいは10 人 くらいい る

とさ れている、 異 母 きょう だ

いにも会いたい｣

養 子 ・

里 親 との

比較

親を 知る権利

後ろめたさ

覚悟

｢養 子は親を知りたいのは 当然

だとい う考えがあるのがうらや

ましい｣

｢里 親 ってえ らいこ とを やって

いる夫 婦、 生 殖 技術 は後 ろめ

たい感じがする｣

｢養 親 は 覚悟 があ る、 養 子は

夫 婦 どちら も自分 の子 ではな

い｣

絵本 絵 本を使 う

絵 本の内 容

匚日本 でよ うや くテリ ングの

絵 本 ができ た」「 両 親が 離 婚

する時ではなくて、し っかりと

絵 本を使 って伝える」

匚親 切 な男 性 がいて－とい う

言 葉 がいや 」「 養 子は 最 初 か

ら覚 悟 してい るが 、 生殖 技 術

（をする親） は乗り越 えていな

いため、 絵 本は 最初 からば ら

色 にしたいのだ、 そんな もので

はない と思 う、 最 初 からハ ッ

ピィですまそうとしている］

Table 3　 ラ イフ ストー リーブッ ク( ブッ ク ２) を 使 った

ライフ ストーリーワーク(ブック ２をここでブッ

クという)

{カテゴリ憎 {サブカテゴリづ { 発話 内 容( 抄)}( Ａ)の 発 話

と他 のDI 者( 他) の発 話 とを

区 別 して 記 載( Ａ 自 身 の 感

想・考 察の影 響を 受け、(他)
-

のDI 者 の 意 味 づけ や意 見 を

引き 出していると みられた 箇

所 ；下線）

意義 意 味づけ （Ａ） 厂こういうことをやらない

と 自分 を立 て直 せない 状 況 だ

ということを知 ってもらいたい」

「ラ イフ スト ーリーブ ックに取

り組 むこと、 つ まり、 自 分 の

気 持 ちと向 き合 うことは、 と

て も苦 しい体 験 ではあ るけ れ

ど」「ブックかおることで、 ど

こから話していいかわからない

と思 っていたことを 話すきっか

けになるかなと思う］
－
（他 ）「子ど もが自 分自身 、 過

一
去 を振 りかえる方 法、 ブ ック

があるのかな］「こうい うのが
-
ありますよという説 明のために

もブックは必 要］

方法 はじめる （Ａ）「 すご く勧 めら れた わけ

ではな い。 私 の方か らぜ ひや

りたい 、 で も関係 性 がどん ど

ん変ｲﾋ す るかもし れな いし、

ちょ っとやって みて 、 大 丈 夫

であれはやりましょうと］ 匚最

ブ ックに書 く

気 持の吟 味

信頼できる人 ＝

実 施者

定 期 的に実施

ブ ックの内 容

初 初 めて見 た時 涙 がボロ ボロ

出 た］ 匚これをやれる時 期は、

自 傷 行 為がある ときなど非 常
-

に精 神 的不 安定 な時 期はでき

ない、 少 し落 ち着い た時 期 に
-
すること」

（他 ）「 自分 が何 者かまとめ直

すのは急 性期 は無理 だろう」
－

（Ａ）「 現 在の 親との関係 ， 亡

くなっていたが、 言いたかった

ことを 書い てもよい」

（他 ）「DI の話 題 について親と
一

話をしていますか ？したいです

か ？できますか ？一 今 言い
-

たいことを実 際に言う前にここ

でまず言ってみる、 吟味する］

（Ａ） 冂言頼 できる人 と 会える

こと 、 悲 しいこ とや嫌 なこと

を 全部 交 え てきいて もらえる

ことがいいな」「DI で生 まれた

人 が同 じDI で生 まれた人にや

ることがあってもいいかと思う」

「本 当に信頼 できる人 でないと

言 えないなと思 う］「『一生 か

けて 支え る』 と 言 ってくれ た

が、 それ くらい の気 持 ちがな

いとできない ものだ」

（他 ）「 ブッ クは信 頼 できる他

者 と共に 実施 するもの、DI の

分 野 に実 際 にそのような人 が

いるのか］「一 人でやるのは危

険 」匚さしあたっては自 分の信
一

頼できる人をさがすことになる」

（Ａ） 匚定 期 的 にやらなければ、

ほったらかしにされたように思

う］ 匚何 回も日を決めて会 って」

（Ａ）「自 分 の本 当 の話をしな

いと意味がない」「 全然 関係な

いことを聞か れているうちに、

だんだん核心に向くことがある」

「本 当の気 持ちを出 す」 匚告 知
-

を受 け入れるのが大変 なので、

細 かい項 目 があっていい。 悲

しか ったこと は何 ですか ？ 納

得 できたことはありましたか？

う れ し か っ た こ と は ？ 」

（他 ） 匚出来 あがった後に告 知

されたので、 告知 前 の自 分 に

ついて聞いて もらい、 その後、

告 知 後の親 と自分 の関係を 聞

いてほしい」「ド ナーにどうし

て 提供 した んですかと 聞 く場

面 があ っていい」 匚受 け止 めら

れないけれど、 どうしようとい

うところをやる」「 『この技 術

について』という項目があって

いい］ 匚ドナーに会 ってみたい

ですかと聞 く」 厂きようだいを
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施 設の子ど もと

の違い

嫌な気 持ち

守 秘義務

苦 悩

悲しみ・怒 り

出 自

か ら ストーリー

の作成

さが す」「 連 絡 とれ ない 時 の

気持 ちを聞 く」匚振り返 って、

親 に聞 く項 目があ っていい、

想 像で書 いて もいい 、 親に言
-

い たいこ と があ る」 匚病 院 に

対 して言 い たいこと すご くあ

る。 私 たちはどこ の病 院か重
一
要、 出産したところではな く、

技術 を行 った病院」

（Ａ）「 施 設の 子ど もは 自分 の

過 去を拾 いに行 く作業 、 しか

し自 分た ちは過去 を捨 てる作

業かな、 過 去を思 い 出しなが

ら、 これはウソの上 だったのだ

と思 った。- しかし、 今 ひ

とつうまく説 明できていないの

かなと思う］

（ 他）「（ 施 設の子 どもには）

点 滴 のように 告知 す ることに

な っているが、この場 合 ①Ｄ

はど っと来ているので、 まった

く違う」

（Ａ）「こ れで意 味 があ るのか

と言った］

（ 他）「 ここに書 いたことは 親

にも言 いません 、 親 に対 して

否 定 的な ことも書 いていい と

い うこと、 怒 りを 出し てもい

い のだ、 自分 の感 情 があって

当たり前だ」

（Ａ）「 最 初 は小 さい 頃 どんな

歌 が好 きだ ったかな どで進 め

られたが、 未 来につ いては書

けない」「これ何になるのでし よ

うねと 言ってしまった」 匚未来

がどうして も描 けない 、 何 に

もしたくない 日がある」 匚小 さ

い 頃 から始 めて 今 に近 づくと

しんどくなってきた」

（Ａ）「こ れ読 んでる だけで泣

けます一泣くのは何かあるので

すよ と言われた」「 しっかり怒

らないと前へ行けないな、しっ

かり悲 し まないと 前 へ行 けな

いなと思う］ 匚賺な気持 ちが 出

てくるこ とも大 事 なのかな ］

匚誰に も会 いたくないとか、 い

やな気 持 が初 めて 出て きたな

という気 持にな った」

（他 ） 匚出自 の問題 は整 理が 出

来たからといって楽になるとは

言えない］

（ 他）「 話して も無 駄な人 、少

し話せる人 、 全部 話 せる人、

があ ってもいい］「 この段階 の

人 はこの辺 まで話 すと かあ っ

ていいかな」

他 の取組

効果

家 族 関 係 の整

理

自助 グループ

家 族 関 係 の整

理を実 行できる

条件

心 の 奥 底 の 感

情

心 の 中 に 苦 悩

を おける部屋 が

できる

アイデンティティ

の再構 築

（Ａ） 匚父 も母 もいない ので今

の自分 の家 族 関係 の整理 がで

きない」 匚母に怒 っている自分

に対 しての罪 悪 感 はあ るが、

まあいいや と思えてきた」「こ
－

れを やって 親と向 き 合う段 階

が必 要 、 ただ これをや ってい
-
いというものではない」

（ 他） 匚父 と母 とを 分けた方 が

いい」「 親との関係性を どう修

復するか」 匚親に怒りをぶつけ

ない といけない 、 怒 りや波 風

立って回復 する」

（ 他） 匚親は変 わるのは無 理 だ

から、 親 は置いといて、 当事
一

者のつながりで何 とかしたい］

（ 他） 匚告知 後 の親 にも何かし

ないと だめではないか］「 親は

親 側で 同じよ うに、 子 どもが

聞き たいこ とを 聞 いて も応 え

られるような 親側 の 準備 が必

要」 匚親の サポートも子ど もの

サポートも必 要」

（Ａ） 匚やっているうちに心 の

奥 底にあ った感 情 に気づ くと

いうことはある」

（Ａ）「ブックはしんどかったが、

わかったこ とがある。 今、 ど

うい う気 持ちなのか 、 客 観 的

に見れる、それをよっこらしよっ

と横 におけ るよう になった 」

匚ガ ラクタを 要らないけれど、

おける部 屋が心の中にできた」

（Ａ）「ＤＩで生 ま れた人 は知 ら

なかっ たというこ とで崩 れ、

自分 がなんでここにいるのだろ

う、 言 葉で わかるよう になっ

た」「今は平気 になっているが、

また平 気 にならない 日 も来 る

かもしれないが、 良 き 社会 人

として暮らしていっている感じ

である」 匚人 間 不信 でい っぱい

だったが、 何か 心 が穏 やかに

な って、 自 分の毎 日が穏 やか

に過 ごしたいなあと思えるよう

になった」

Table 4　 ブック１の経験者Ａと未経験の

BCDE の発話の比較

サブ・カ

テゴリー
Ａの発話

他(BCDE)

の発話
わかったこと

意 味づけ こう いう ことを

やらない と自 分

を立 て直 せない、

話すきっかけ

過 去 を振 りかえ

る方 法 、 ﾌﾞ`ック

があ る、 こ うい

う のが あり ます

よとい う説 明

ブ ッ ク ２ の

意義
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Table  4 ブック１の経験者Ａと未経験の

BCDE の発話の比較（続き）

はじ め る

時期

非 常 に 精 神 的

不 安 定な時 期は

できない

急性 期は無 理 実 施 の可 能

性

気 持の吟

味

親との関係 ， 言

い たか った こと

を書いて もよい

親 と話 をして い

ますか、 言い た

いことを 実 際 に

言 う前 にここ で

まず言 ってみる、

吟味

父 母 に 対 し

て 言 い たい

こ と を 言 う

必 要 性

実施 者 ほん とうに 信 頼

で きる人 で ない

と言えないな

信 頼できる他 者

と共に実 施、 信

頼 できる人 を さ

がす

信 頼 で き る

他 者 を さ が

す

ブ ッ クの

内容

自分の本当の話、

だん だん核 心 に

向 く、 告知を受

け 入 れるのが 大

変

告知 前 の自分 に

９ い て聞 いて も

らいヽ その後 、

告知 後 の親と自

分 の関係 を聞 い

てほしい、 受 け

止 めら れない け

れど、 どうし よ

うと いう とこ ろ

を やる、 親 に言

いた いこ とがあ

るヽ 病 院に言 い

たい こと がす ご

くある

匚告 知 を 受

け た 時 の こ

と ］ の 項 目

がいる

施 設の子

ど もと の

違い

施 設 の子 ど もは

自分 の過去を 拾

いに行 く

この場合 ①Ｄ は

どっと来 ている

ブ ッ ク １ と

ブ ッ ク ２ と

の違い

家 族 関

係の整 理

家 族 関 係 の 整

理 、 これを や っ

て 親と 向き 合う

段 階が必 要

親 との関係 性を

どう修 復するか、

怒 りや波 立 って

回 復する

ブ ッ ク ２ の

活用の流 れ

自助

グループ

父 も母 もいない 親 は変 わる のは

無 理 、 当 事 者

のつながり

自 助 グ ル ー

プ に よ る ピ

アサポート

効果 ガ ラ クタを 要 ら

ない けれど 、 お

ける 部 屋が心 の

中に出来 た

自 分が何 者 かま

とめ直 す

心 の 整 理 、

アイデンティ

ティの再 構築

につながる

完成したブック２の項目はTable 5 の通り

である。作成のベースとしたブック１との比

較により示した。ブック２とは、質問紙法に

より、精子・卵子の提供により生まれた大が、

信頼できる人のサボートのもとに、応えてい

き、過去に何か起こって現在まできたか、そ

の事実と感情を書きこむノートであり、定期

的 に時 間を 取り ワークをす ると、 過去を受 け

入れ、 現在 を生き ることがで き、 未来を予 想

するこ とが出来て くるものであ る。 紙面 の都

合 上、 章 の詳細な 内容や使い方 の手 引き の内

容は省略 する。

Table  5　作 成したブック２のブック１からの変更点

ブック２の章 ブック１の章 変 更内 容

１ わた し に

つ い て知 っ

ていること

変 更なし

２ わた し の

健康

変 更 ほ と ん

どなし

予 防接 種の記 録は省いた。

３わたしが生

まれた家 族

少し変更 両 親が精 子提 供、 卵子 提供を

選択したのはなぜ？（ 追加 ）

４告 知を 受

け た 時 の こ

と（変 更）

４ 生 み の 親

と 家 族 に 連

絡 を と る

( 削除)

精 子 ・卵 子 の提供 で生 まれた

ことを 知 ったのはい つで、 誰

がど のよ うに話 し、 その時 感

じたことを 聞 く。 病 院の主 治

医 について も聞 く。 父 母 に対

して 言い たいことを 言 う、 な

ど。（変 更）

５提 供者 、

そし て、 同

じ提 供 者 か

ら 生 ま れ た

き ょ う だ い

( 変更)

５ 地 図 と 移

動（ 削除）

提 供 者 やき ょうだい について

の気 持 ちを聞 く。 会 って みた

いか、 何 を聞 きたいか、 連 絡

がとれた場 合の感 想など。（ 変

更 ）

６ わた し の

考 え と気 持

ち

変 更なし

７今 のわ た

し と 家 族

( 変更)

７ 特 別 な 思

い 出（ 削除）

８ 今 の わ た

し に つ い て

（変 更）

ブ ック↓は 、 今 暮 らしている

施 設生 活のことを扱っている。

ブ ック２の場 合は、 出生 の真

実を 知 った 後、 今の家 族 や友

人 がそ れを ど う対 応 している

かについて扱 っているo

８ わた し の

学 校

９ わ た し の

学校

ブック２は、 子 どもから大人 ま

でできるように、 幼 稚 園から大

学 まで書けるようにしている。

９ わた し の

職場( 追加)

大 人 もできるよ うに職 場を 追

加 している

10 あ る １週

間 を 振り 返

る

変 更なし

11 第 三 者 の

関 わ る生 殖

技 術 につ い

て 思 う こ と

( 追加)

なし すべてをやってみてもう少 しや

れそうな人 は、 生 殖 技 術につ

いての考えを書 く

12 未来 変 更なし
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問 題解 決を目 指 す支 援 方 法

Figure l　DI 者 の苦悩および問題解決の方法
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告知前の 自分

↓

突然知る

↓

告知後の 自分

アイ

サ

ンティティ崩壊のリスクァ

ゾE

ンティティ崩壊のリスク

ブック2の活用を考える(信頼できる人をみつける)

親への怒り一対時､ 悲しみ

↓

親との 関係の やり直し

↓

アイデンティティの再構 築

↓　　　 ●

自身の未 来を考えられる

４
あきらめ
↓

憎 鍬 マ

ブック2の活用

よる

わけの わからない不安

と強い 自己否定 感

＜信 頼できる人と

ブック1を活用 ＞

過去を振り返る

丶〆

怒り･悲しみ の出現

丶〆

･受容

一心の中 に苦悩をおける

部 屋ができる

(ライフストーリーワークにおける

DI者Ａの変 化)

Figure 2　ブック２を活用したライフストーリーワークの展望

考 察

Figure 1 により、DI 者の苦悩は、 ずっと

DI で生まれたことを秘密にされ、 成人にな

り突然、出生の真実を知ったことで、 ①自身

のルーツであるドナーが不明である、 自身の

アイデンティティの崩壊のリスクかおる、②

騙されていたことで親子関係の悪化、③人工

的に生まれたことにより気持ち悪さを感じて

いる、という三重苦に陥っていることがわかっ

た。この苦悩への解決策として、以下のさま

ざまな方策がDI 者より提案された。つまり、

親が自信を持って生殖技術を選択、 ２，３歳

の頃より子どもへの継続的告知、ドナーを秘

密にするのではなく家族にドナーの存在をオー

プンにすること、生殖技術を進める側は子ど

もの意見を聞くこと、子どもも親も社会的サ

ポートを受けられること、子どもは自助グルー

プ活動をすることである。その上で、DI 者

は信頼できる人を見つけてブック２を使った

ライフストーリーワークを行うことも、解決

策の一つであると提案された。次に、Figure

2 により、ブック２を活用したライフストー

リーワークでは、 ブ`ツク↓を使いライフストー
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リーワークの経験のあるDI者の例が示すよ

うに、信頼できる人と共に、過去を振り返る

と、親への怒り、悲しみが出現し、その後、

DIで生まれたことを受容し、「心の中に苦悩

（ガラクタ）をおける部屋ができる」と表現

されるように、苦悩に押しつぶされないで生

きていくことが出来、未来を考えられるよう

になることが予想された。

以上、DI 者自身の発話により、DI 者の知

る権利の阻害による苦悩及びその解決策と、

ブック２の意義について予測することができ

た。これらのインタビューをもとに成果物と

してブック２作成を試みた。ブック２では、

特に、告知を受けた時の感情を表現できるよ

う、この医療技術を選択した父母への感情や

提供者への感情、そして医師へも言いたいこ

とが言えるよう工夫し、現在の家族生活での

対応や第三者の関わる生殖技術に対する意見

まで言う場を作ることが、ブック１との違い

であった。

お わ りに

今回作成したブック２は試作であり、その

効果は今後実際に使用し検証する必要かおり、

本研究の限界である。本研究はブック作成の

ための研究であり、実際の効果を測定したも

のではなく、作成にあだっての当事者の意見

を集約したに過ぎない。実施の効果測定は今

後の研究に譲りたい。

(なお、この研究は、平成23 年度科学研究

費( 基盤研究Ｃ) による研究課題｢子どもの

知る権利擁護におけるライフストーリーワー

クのあり方｣によるものである。 また、この

論文公表について平成24年11 月帝塚山大学研

究倫理委員会より承認されている。）

注）

口 才村眞理(2011) 精子・卵子の提供により生ま

れた人（子ども）のためのライフストーリーブッ

ク、2011年度科学研究費補助金による研究課題［子

どもの知る権利擁護におけるライフストーリーワー

クのあり方］（研究代表者　才村眞理）の助成によ

り作成。

２）詳細は省略するが、主に月↓回２～３時間、DI

者Ａに対して筆者が個別に、プライバシーが確保

できる場所で、 ブ` ツク１を使用して、小さい頃や

現在、そして最終的には未来について語ってもら

い、ブック↓に記しながらライフストーリーワー

クを実施した。ライフストーリーワークとは、過

去の生い立ちを自身の人生に組み入れ、現在の生

きている意味を確実にし、未来の人生を選択でき

るための作業と言える。このライフストーリーワー

クの効果等についての研究は後に譲る。
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A Trial to Make Life Story Books for Adults (Children) born

through Gametes Donation

Mari Saimura

Abstract

In Japan, few adults (children)  born through gametes donation can know their origin because, doctors

concerned,  recommended the parents that they keep this secret 丘om their children about being born

through gametes donation. Therefore,  parents did not tell the truth to their children.

As ａ result, children were brought up, not knowing their origins.

Out of 10,000 Donor Insemination (DI)  people in Japan, only ａ handful of DI people have ， by chance,

found out the truth about their birth. AI】of them have fallen into an identity crisis.

In this study, ｌ had ａ narrative interview with 5 DI adults.

From the contents of these in!erviews, my conclusions are as follows;

All of them were distressed. l suggest ways to cope with difficult situation. One of the ways to cope with

this is, through life story work.

In addition, l made life story books Ｒ)r adults (children) bom through gametes donation, by adopting li 鳬

story books 柘r children in children's home and foster care.

ｌ am expecting that DI adults (children) will alter their life story and could remake their own identity･

Key words : life story book, adults (children) born through gametes donation, life story work
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